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HSCデータ解析システムプロトタイプ：Suprime-Cam観測支援用オンサイ
トデータ解析システムの構築
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我々は、すばる望遠鏡次期広視野カメラ Hyper Suprime-Cam (HSC) のためのデータ解析システムを開発して
いる。HSCは、１ショットで直径 1.5度の視野角を撮像でき、一晩で 300GB以上のデータを生成すると予想され
る。大量データから適切にサイエンス用のカタログを生成するためには、観測データの特性を記録して効率的に
データを取捨選択すること、また後から再現できる形でデータ処理を迅速に行うことが重要である。この目的を達
成するため、我々はまず、HSCの小型版であり、共同利用で稼働している Suprime-Camを用いた観測を対象に、
観測現場（オンサイト）で情報を抽出するためのアプリケーションを開発し、解析動作を制御するためのミドル
ウェアと組み合せたプロトタイプ解析システムの構築を行った。この解析システムは、Suprime-Camのデータを
受けとると、１分以内に各ショットのフラットフィールディングを含む簡易処理を行う。解析履歴と結果はデータ
ベースで管理され、また、1ショット 10枚のCCD画像の処理は分散化されている。現在実装されている主な機能
は以下の通りである。（１）簡易解析と統計量の抽出（シーイング、スカイレベルなど）(２）簡易アストロメトリ
と標準星の簡易測光（３）観測モニタ用結果表示（４）フレームの検索と、フラット作成 (５）モザイキング解析
(６）再解析（７）抽出情報のログと処理済みデータのダウンロード。このシステムによって、これまで観測者が手
作業で時間をかけておこなってきたデータ確認作業を支援し、Suprime-Cam観測の遂行がより効率的に行えるよ
うになると考えている。本講演では、解析システムの構成、利用状況を示し、今後の発展性についても議論する。


